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本町は埼玉県の北東部に位置し、周囲の市町と境界を接しています。東西約 10 ㎞、南北約 7 ㎞で地形は
鷲が羽を広げた形をしており、海抜は地域によって異なります。 

  東は千葉県野田市、南は春日部市、西は久喜市と宮代町、北は幸手市と接する 
  町の面積は 30.03 ㎢で、地目別では田が多く、次いで宅地、畑が多い 
  気候は太平洋型で、夏冬は内陸性の気候となっている 
  昭和 30 年に旧町村が合併し、その後、一部地域が編入され現在の杉戸町が形成された 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本計画は、下水道事業の財政状況や行政体制を考慮し、ライフサイクルコストの低減を目指します。具体
的には、下記 4 点に重点を置き、下水道管路施設の点検調査を計画的に実施することを目的としています。 
 

  財政状況や行政体制の将来的な見通しを考慮 
  ライフサイクルコストの低減を目指す 
  予防保全型維持管理による適正な管理を目指す 
  下水道管路施設全てを対象に計画的な点検調査を実施 

 
なお、本計画は、「下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドライン-２０１５年版-」を

参考とし、本町の方針を取り入れて実施します。 

下水道ストックマネジメント計画の目的 実施概要  
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杉戸町の公共下水道事業は、昭和 56 年に事業認可を受け、平成 2 年に供用開始されました。現在、整備
率は 9 割を超え、未整備区域の整備が進められています。 

  事業計画区域内の整備率は 90%以上 
  汚水事業の計画面積は 562.0ha、雨水は 338.3ha 
  下水道の排除方式は分流式 
  行政区域内人口は 29,100 人、下水道計画区域内人口は 22,900 人 

 
 

 
◆第 6 次杉戸町総合振興計画 

人口減少や自然災害への備えを考慮し、持続可能なまちづくりを目指すために、令和３年度から令和 12
年度までの 10 年間の計画が立てられました。 

 
◆杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

人口減少を中長期的な課題とし、若者や子育て世代の移住・定住を促進する施策が展開されています。 
第 2 期の計画期間は令和 3 年度から令和 7 年度までの 5 年間です。 
 
◆杉戸町都市計画マスタープラン 

町の将来像を明確にし、計画的な整備を進めるための基本方針です。 
下水道等の整備方針も含まれており、公共用水域の水質保全や生活環境の改善、流域関連公共下水道の整

備方針が示されています。また、上水道の整備方針も策定され、安定した水供給を目指すこととしています。 
計画期間は平成 20 年から令和 10 年までの 20 年間ですが、社会状況を踏まえた大きな変革の時期を迎え

たことから、令和 4 年 3 月に都市計画マスタープランを改訂しました。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
◆杉戸町公共施設等総合管理計画 

公共施設の老朽化や人口減少に伴う利用需要の変化に対応するため、総合管理計画が策定されました。計
画期間は平成 29 年度から令和 28 年度までの 30 年間です。また、令和 2 年度に「杉戸町個別施設計画」が
策定されたことに伴い、令和 4 年 3 月に改訂をしました。施設の更新費用は、30 年間で約 277 億円（約 9.2
億円/年）と見込まれています。行政サービスの水準を確保するため、定期的な点検と修繕を行い、更新等
に係る財政負担の軽減・平準化を目指します。 
 
◆杉戸町下水道事業経営戦略 

下水道事業は令和 2 年に地方公営企業法の一部を適用しました。また、地方公営企業が将来にわたって安
定的に事業を継続していくために「経営戦略」を策定し、経営基盤を強化することが求められています。 

「第 6 次杉戸町総合振興計画」において、下水道事業についての基本方針が盛り込まれており、経営戦略
に沿って、毎年度の予算編成や実施計画を策定しています。計画期間は令和 3 年度から令和 12 年度までの
10 年間です。 
 
◆投資・財政計画の策定 

下水道事業の経営基盤強化のため、令和 3 年 2 月に、今後 10 年間の投資・財政計画を内容とする「杉戸
町下水道事業経営戦略」を策定しました。「収益的収支」と「資本的収支」を明確に区分しています。これ
により、持続可能な経営が目指されます。 

 
収益的収支…企業の営業活動に伴い発生する収入と支出 
資本的収支…企業の施設改良に伴い発生する収入と支出 

 
◆老朽化の現状 

平成 2 年の供用開始から約 30 年が経過し、管きょ等の経年劣化が進行中です。施設の更新や大規模修繕
の資本投資が必要であり、計画的な対策が求められます。 

 
 
 

 
◆使用料の改定と収入増の検討 

使用料の改定が平成 28 年 1 月に行われましたが、物価高騰等の影響により、今後の経営にはさらなる収
入増が必要です。独立採算と受益者負担の適正化が重要な課題です。 

 

施設情報の収集・整理 

◆杉戸町人口ビジョン 
本町における人口の現状を分析し、今後目指すべき

将来の方向と人口の将来展望を示すものとして平成
27 年度に策定し、近年の人口減少の状況や新たな推計
値、町が目指す新たなまちづくりの方向性などを踏ま
え、令和 2 年 12 月に改訂をしました。 
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汚水管きょの設置年度別の情報を整理し、経過年数に基づく延長やスパン数を示します。陥没等の不具合

が発生しやすいとされる 30 年以上経過した管きょが 52.1%を占めています。。 
 

 
下水道施設のリスク評価や改築事業の計画において、検討単位を設定することが重要です。検討単位は、

施設群の最小単位であり、リスク評価や改築に関する情報を整理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  マンホール蓋は耐用年数が短いため、管きょとは別の検討単位として扱う。 
  概算工事費は、施設全体を改築する前提で算定。 

検討単位の設定  
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リスク評価 

 
リスク評価の対象は、「施設の劣化に起因する事故や故障のリスク」および「機能不全に起因するリスク」です。これらは計画的維持管理で対応可能なリスクとして評価されます。 
リスク評価の方法は、リスクが発生した場合の「被害規模（影響度）」と「発生確率（不具合の起こりやすさ）」を明らかにし、これらを総合的に勘案して検討対象施設のリスクを評価しました。 

 
管路施設の損傷や劣化による事故の被害規模は「影響度」で評価され、管口径や施設特性（機能上重要な

施設や防災上重要な路線など）に基づいて評価項目が設定されます。 
※「下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドライン-2015 年版-」を基準とします。 

 
発生確率は、経過年数や健全率予測式を用いて評価され、健全率は管路施設の劣化状態を示します。 

※健全率予測式は、国土交通省 国土技術政策総合研究所の研究成果に基づいて算定されます。 

出典：「下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドライン-2015 年版-」 
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※ワイブル分布式とは、施設の信頼性や寿命を評価するために使
用される統計的手法です。 

長期的な改築事業シナリオの設定 

今後の改築需要を見込むために、複数のシナリオを設定し、最適な改築方法
を決定することが重要です。 

これにより、予算の確保や関係者との情報共有が促進されます。 
  改築シナリオは、費用やリスクを考慮して設定される。 
  管路施設の改築には、法定耐用年数や緊急度に基づく条件が考慮される。 
  複数の管理方針を提示し、メリット・デメリットを比較する。 

 
地域特性に応じて、管きょやマンホールの管理方法を選定しま

す。予防保全管理と事後保全管理に分かれ、重要度に応じた適用が
行われます。 

  予防保全管理には、状態監視保全と時間計画保全がある。 
  重要度が高い設備は、状態監視保全が適用される。 
  管きょは、標準耐用年数（50 年）を基準に管理される。 

 
管路施設の改築時期や必要な費用を設定し、改築シナリオを検討し

ます。改築時期は、標準耐用年数や緊急度に基づいて決定されます。 
  改築時期は、標準耐用年数経過時や緊急度に応じて設定される。 
  管きょの改築時期設定には、ワイブル分布式※が用いられる。 

※将来の改築については、今後実施する点検・調査
結果を踏まえ、本町の管きょの老朽化の特性を
踏まえて適宜見直しを行い、適切な改築費用を
確保していく必要があります。 

「健全度の推移」「改善の効率性」
「投資額の実現性」 

の３つの評価視点から、 
総合的に優れる 

「シナリオ 3 を選定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7



杉戸町公共下水道ストックマネジメント計画策定業務委託報告書【概要版】 

点検・調査計画の策定 ※本計画の改築事業量は、理論上の値であるため、今後実施していく管路施設の調査結果による改築事業量の変動
により、費用・期間・エリア分けが変動する場合があります。 
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